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京都大学臨界集合体実験装置（KUCA）の固体減速架台（A 架台）における反応度の実験精度を調べるた

めに、実験で得られた余剰反応度および制御棒価値の不確かさを決定論的手法により評価した。 
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1. 緒言 KUCA-A 架台では、中性子スペクトルが異なる EE1 炉心（1/8”P60EUEU）および E3 炉心

（3/8”P36EU）において、余剰反応度と制御棒価値が測定されている。これらの反応度には本来、測定にお

ける中性子計数の統計誤差に加えて、炉心の構成部材の形状や燃料組成のばらつきによる不確かさが含ま

れている。この構成部材に起因する反応度の不確かさを評価することで、KUCA-A 架台で行われる反応度

測定実験における測定精度を正確に見積もることができる。そこで本研究では、KUCA-A 架台における実

験精度および計算精度を明らかにすることを目的に、実験で得られた余剰反応度と制御棒価値の不確かさ

を決定論的手法によって検討した。 

2. 感度および不確かさ解析 

2-1. 計算手法 EE1炉心およびE3炉心で得られた反応度の標準

偏差と、燃料板の形状および組成の公差を考慮して、それらの

二乗和を反応度の不確かさとした。これらの実験に対して、核

データライブラリ JENDL-4.0を用いた SRAC2006（CITATION）

による固有値計算、SAGEP による感度解析および MARBLE コ

ードシステムを用いた不確かさ解析を行い、核データに起因す

る実験解析の不確かさを定量的に評価した。解析に用いた核種

は B-10、B-11、O-16、U-235 および U-238 であり、それらの核

種の中性子捕獲、核分裂、弾性散乱および非弾性散乱反応を解

析の対象とした。 

2-2. 結果 表 1 に示すように、実験の不確かさは約 5 %前後であることが分かる。一方、核データに起因

する実験解析の不確かさは拡散ベースによる一連の解析から約 130 pcm 前後であった。この主な要因は、

U-235 の中性子捕獲反応における不確かさであり、計算値の不確かさが実験値のそれよりも大きいため、

限られた核種を用いて反応度測定実験における不確かさを解析することは困難であった。 

3. 結論 EE1 炉心および E3 炉心で行われた実験を対象に、反応度に対する感度解析および不確かさ解析

を行い、実験解析の精度を検証した。その結果、核データに起因する実験解析の不確かさは約 130 pcm 前

後と大きな値であった。今後は、炉心構造物（Al-27）およびポリエチレン反射体（H-1および C-12）の構

成要素を本解析に追加し、実験解析における不確かさの低減について検討する予定である。 
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Reactivity Exp [pcm] Cal [pcm]

Excess 202 ± 11 (5.5%)† 67 ± 122

C1 rod 807 ± 37 (4.6%) 898 ± 124

C2 rod 139 ± 7 (5.0%) 52 ± 122

C3 rod 502 ± 23 (4.6%) 498 ± 123

Reactivity Exp [pcm] Cal [pcm]

Excess 252 ± 11 (4.4%) 67 ± 139

C1 rod 526 ± 24 (4.6%) 489 ± 141

C2 rod 410 ± 18 (4.4%) 328 ± 141

C3 rod 314 ± 14 (4.5%) 239 ± 141

† Relative error in %

表1　KUCA-A架台における反応度

の実験値と計算値

EE1 core

E3 core
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